
(57)【要約】

【課題】外光反射による有機ＥＬ表示装置の画質低下を

防ぐとともに、有機ＥＬ表示装置の高い輝度を維持する

ことのできる光学フィルタと、当該フィルタを用いた有

機ＥＬ表示装置とを提供すること。

【解決手段】本発明の光学フィルタ１０は、有機ＥＬ素

子２０の観察側４１に配置されるとともに、外方から機

ＥＬ素子へ入射する光を吸収する。このうち有機ＥＬ素

子２０は、正孔と電子とが再結合することにより発光す

る発光層１１と、発光層１１の一側に配置されるととも

に、発光層１１に正孔を注入する電子注入電極１３と、

発光層１１の他側に配置されるとともに、発光層１１に

電子を注入する正孔注入電極１２とを有している。光学

フィルタ１０は、保持体３１と、保持体３１に保持され

、一次元方向に平行に配置されるとともに、外方からの

外光３４を吸収する複数の光吸収部１とを備えている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 正 孔 と 電 子 と が 再 結 合 す る こ と に よ り 発 光 す る 発 光 層 と 、 発 光 層 の 一 側 に 配 置 さ れ る と
と も に 、 発 光 層 に 正 孔 を 注 入 す る 正 孔 注 入 電 極 と 、 発 光 層 の 他 側 に 配 置 さ れ る と と も に 、
発 光 層 に 電 子 を 注 入 す る 電 子 注 入 電 極 と を 有 す る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 観 察 側 に 配 置 さ れ 、 外 方
か ら 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 へ 入 射 す る 外 光 を 吸 収 す る 光 学 フ ィ ル タ に お い て 、
　 保 持 体 と 、
　 保 持 体 に 保 持 さ れ 、 少 な く と も 一 次 元 方 向 に 平 行 に 配 置 さ れ る と と も に 、 外 方 か ら の 光
を 吸 収 す る 複 数 の 光 吸 収 部 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 光 学 フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 保 持 体 は 、 各 光 吸 収 部 の 一 端 を 保 持 す る 基 板 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の
光 学 フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 基 板 は 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 基 板 と し て も 機 能 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 光 学 フ
ィ ル タ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 保 持 体 に 、 光 吸 収 部 を 外 方 か ら 囲 む 外 部 樹 脂 層 が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
記 載 の 光 学 フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 保 持 体 は 、 光 吸 収 部 の 外 方 に 配 置 さ れ た フ ィ ル タ 本 体 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 記 載 の 光 学 フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 光 吸 収 部 は 、 フ ィ ル タ 本 体 の 観 察 側 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の
光 学 フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 光 吸 収 部 は 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 対 し て 垂 直 な 方 向 の 側 断 面 が 、 観 察 側 を 短 辺 と し 、 有 機 Ｅ
Ｌ 素 子 側 を 長 辺 と す る 台 形 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 光 学 フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 光 吸 収 部 と 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 と の 間 に 、 光 を 拡 散 す る 光 拡 散 層 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 記 載 の 光 学 フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 光 吸 収 部 と 、 光 拡 散 層 と が 一 体 に 成 形 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ 記 載 の 光 学
フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 光 吸 収 部 の 屈 折 率 は 、 光 吸 収 部 を 囲 む 外 部 の 屈 折 率 よ り も 小 さ い こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 記 載 の 光 学 フ ィ ル タ 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 １ ０ の い ず れ か に 記 載 の 光 学 フ ィ ル タ と 、
　 正 孔 と 電 子 と が 再 結 合 す る こ と に よ り 発 光 す る 発 光 層 と 、 発 光 層 の 一 側 に 配 置 さ れ る と
と も に 、 発 光 層 に 正 孔 を 注 入 す る 正 孔 注 入 電 極 と 、 発 光 層 の 他 側 に 配 置 さ れ る と と も に 、
発 光 層 に 電 子 を 注 入 す る 電 子 注 入 電 極 と を 有 す る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 と 、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 正 孔 と 電 子 と が 再 結 合 す る こ と に よ り 発 光 す る 発 光 層 と 、 発 光 層 の 一 側 に 配 置 さ れ る と
と も に 、 発 光 層 に 正 孔 を 注 入 す る 正 孔 注 入 電 極 と 、 発 光 層 の 他 側 に 配 置 さ れ る と と も に 、
発 光 層 に 電 子 を 注 入 す る 電 子 注 入 電 極 と を 有 す る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 と 、
　 当 該 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 一 端 で 保 持 さ れ る 複 数 の 光 吸 収 部 と 、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
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【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 外 方 反 射 に 起 因 す る 画 質 低 下 を 防 止 し 、 高 い 輝 度 を 維 持 す る こ と が で き る 光
学 フ ィ ル タ 及 び 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ま ず 図 １ ３ に よ り 、 一 般 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 ５ ０ に つ い て 述 べ る 。 図 １ ３ に 示 す よ う に
、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 ５ ０ は 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ を 備 え て い る 。 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ は 、 正 孔 と
電 子 と が 再 結 合 す る こ と に よ り 発 光 す る 発 光 層 １ １ と 、 発 光 層 １ １ の 観 察 側 ４ １ に 配 置 さ
れ る と と も に 、 発 光 層 １ １ に 正 孔 を 注 入 す る 透 明 な 正 孔 注 入 電 極 １ ２ と 、 発 光 層 １ １ の 正
孔 注 入 電 極 １ ２ の 反 対 側 に 配 置 さ れ る と と も に 、 発 光 層 １ １ に 電 子 を 注 入 す る 電 子 注 入 電
極 １ ３ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 図 １ ３ に 示 す 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ に お い て 、 電 子 注 入 電 極 （ 背 面 電 極 ） １ ３ は 金 属 光
沢 を 有 す る 金 属 電 極 で あ り 、 そ の た め 外 光 が 反 射 す る 、 い わ ゆ る 映 り 込 み が 生 じ 、 こ の 映
り 込 み に よ っ て 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 ５ ０ の 画 質 低 下 が 生 じ て し ま う こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の た め 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 偏 光 板 ６ ２ と λ ／ ４ 板 ６ １ か ら 構 成 さ れ る 円 偏 光 板 ６ ０
を 、 透 明 な 基 板 ６ ３ を 介 し て 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ に 設 け る こ と に よ り 、 外 方 か ら の 外 光 ３
５ が 反 射 し て 画 質 が 低 下 す る こ と を 防 止 し て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ に 円 偏 光 板 ６ ０ を 設 け る と 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ か ら 発
光 す る 光 ３ ６ も ５ ０ ％ 以 上 を カ ッ ト さ れ て し ま い 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 ５ ０ の 輝 度 が 低 下 し
て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 点 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ の 消 費 電 力 を 高 く し て 輝 度 の 低 下 を 防 ぐ こ と も 考 え ら れ る が
、 消 費 電 力 を 高 く な る と 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ の 寿 命 が 短 く な っ て し ま い 、 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 点 を 考 慮 し て な さ れ た も の で あ り 、 外 光 反 射 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示
装 置 の 画 質 低 下 を 防 ぐ と と も に 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 高 い 輝 度 を 維 持 す る こ と が で き る 光
学 フ ィ ル タ 、 及 び 当 該 光 学 フ ィ ル タ を 用 い た 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 正 孔 と 電 子 と が 再 結 合 す る こ と に よ り 発 光 す る 発 光 層 と 、 発 光 層 の 一 側 に 配
置 さ れ る と と も に 、 発 光 層 に 正 孔 を 注 入 す る 正 孔 注 入 電 極 と 、 発 光 層 の 他 側 に 配 置 さ れ る
と と も に 、 発 光 層 に 電 子 を 注 入 す る 電 子 注 入 電 極 と を 有 す る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 観 察 側 に 配 置
さ れ 、 外 方 か ら 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 へ 入 射 す る 外 光 を 吸 収 す る 光 学 フ ィ ル タ に お い て 、 保 持 体 と
、 保 持 体 に 保 持 さ れ 、 一 次 元 方 向 に 平 行 に 配 置 さ れ る と と も に 、 外 方 か ら の 外 光 を 吸 収 す
る 複 数 の 光 吸 収 部 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 光 学 フ ィ ル タ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 保 持 体 は 、 各 光 吸 収 部 の 一 端 を 保 持 す る 基 板 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 光 学
フ ィ ル タ で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 基 板 は 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 基 板 と し て も 機 能 す る こ と を 特 徴 と す る 光 学 フ ィ ル
タ で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 保 持 体 に 、 光 吸 収 部 を 外 方 か ら 囲 む 外 部 樹 脂 層 が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す
る 光 学 フ ィ ル タ で あ る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 、 保 持 体 は 、 光 吸 収 部 の 外 方 に 配 置 さ れ た フ ィ ル タ 本 体 か ら な る こ と を 特 徴 と
す る 光 学 フ ィ ル タ で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 、 光 吸 収 部 は 、 フ ィ ル タ 本 体 の 観 察 側 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 光 学
フ ィ ル タ で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 は 、 光 吸 収 部 は 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 対 し て 垂 直 な 方 向 の 側 断 面 が 、 観 察 側 を 短 辺 と
し 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 側 を 長 辺 と す る 台 形 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 光 学 フ ィ ル タ で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 は 、 光 吸 収 部 と 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 と の 間 に 、 光 を 拡 散 す る 光 拡 散 層 を 設 け た こ と を 特
徴 と す る 光 学 フ ィ ル タ で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 は 、 光 吸 収 部 と 、 光 拡 散 層 と が 一 体 に 成 形 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 光 学 フ ィ
ル タ で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 は 、 光 吸 収 部 の 屈 折 率 は 、 光 吸 収 部 を 囲 む 外 部 の 屈 折 率 よ り も 小 さ い こ と を 特 徴
と す る 光 学 フ ィ ル タ で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 の 光 学 フ ィ ル タ と 、 正 孔 と 電 子 と が 再 結 合 す る こ と に よ り 発 光 す る 発 光
層 と 、 発 光 層 の 一 側 に 配 置 さ れ る と と も に 、 発 光 層 に 正 孔 を 注 入 す る 正 孔 注 入 電 極 と 、 発
光 層 の 他 側 に 配 置 さ れ る と と も に 、 発 光 層 に 電 子 を 注 入 す る 電 子 注 入 電 極 と を 有 す る 有 機
Ｅ Ｌ 素 子 と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 は 、 正 孔 と 電 子 と が 再 結 合 す る こ と に よ り 発 光 す る 発 光 層 と 、 発 光 層 の 一 側 に 配
置 さ れ る と と も に 、 発 光 層 に 正 孔 を 注 入 す る 正 孔 注 入 電 極 と 、 発 光 層 の 他 側 に 配 置 さ れ る
と と も に 、 発 光 層 に 電 子 を 注 入 す る 電 子 注 入 電 極 と を 有 す る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 と 、 当 該 有 機 Ｅ
Ｌ 素 子 に 一 端 で 保 持 さ れ る 複 数 の 光 吸 収 部 と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装
置 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 保 持 体 に 、 一 次 元 方 向 に 平 行 に な っ た 複 数 の 光 吸 収 部 が 保 持 さ れ て い
る の で 、 こ の 光 吸 収 部 に よ り 外 方 か ら の 光 を 吸 収 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 外 光 反 射
に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 画 質 低 下 を 防 ぐ と と も に 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 高 い 輝 度 を 維 持
す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　
　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 ５ ０ の 第 １ の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し
て 説 明 す る 。 こ こ で 、 図 １ 乃 至 図 ６ は 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 本 実 施 の 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 ５ ０ は 、 平 板 状 の 有
機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ と 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ の 観 察 側 ４ １ に 配 置 さ れ る と と も に 、 外 方 か ら 有 機
Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ へ 入 射 す る 外 光 ３ ５ を 吸 収 す る 光 学 フ ィ ル タ １ ０ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の う ち 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ は 、 図 １ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 正 孔 と 電 子 と が 再 結 合
す る こ と に よ り 発 光 す る 発 光 層 １ １ と 、 発 光 層 １ １ の 観 察 側 ４ １ に 配 置 さ れ る と と も に 、
発 光 層 １ １ に 正 孔 を 注 入 す る 透 明 な 正 孔 注 入 電 極 １ ２ と 、 発 光 層 １ １ の 正 孔 注 入 電 極 １ ２
と 反 対 側 に 配 置 さ れ る と と も に 、 発 光 層 １ １ に 電 子 を 注 入 す る 電 子 注 入 電 極 １ ３ と を 有 し
て い る 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 光 学 フ ィ ル タ １ ０ は 、 図 １ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 平 板 状 保 持 体 ３ １ と 、 保
持 体 ３ １ に よ り 一 端 が 保 持 さ れ 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ に 対 し て 直 交 す る 方 向 、 す な わ ち 有 機
Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ の 画 素 （ 図 示 せ ず ） の 配 置 方 向 に 直 交 す る 方 向 に 延 び る と と も に 、 外 方 か ら
の 外 光 ３ ５ を 吸 収 す る 複 数 の 光 吸 収 部 １ と 、 保 持 体 ３ １ に 設 け ら れ 光 吸 収 部 １ を 外 方 か ら
囲 む 外 部 樹 脂 層 ４ と を 有 し て い る 。 こ の 場 合 、 保 持 体 ３ １ は 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ の 基 板 ３ １
と し て も 機 能 す る が 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ と 別 個 独 立 し て 設 け て も よ い 。 な お 、 有 機 Ｅ Ｌ 素
子 ２ ０ の 画 素 の 配 置 方 向 に 直 交 す る 光 吸 収 部 １ の 配 置 方 向 は 、 一 次 元 方 向 と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 各 構 成 部 分 の う ち 、 各 光 吸 収 部 １ は 、 図 １ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 有 機 Ｅ Ｌ 素
子 ２ ０ に 垂 直 な 方 向 へ の 側 断 面 が 、 観 察 側 ４ １ を 短 辺 １ ａ と し 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ 側 を 長
辺 １ ｂ と す る 台 形 か ら な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 図 １ （ ａ ） （ ｂ ） に お い て 、 光 吸 収 部 １ の 屈 折 率 は 、 光 吸 収 部 １ を 囲 む 外 部 樹 脂 層
４ の 屈 折 率 よ り も 小 さ く な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 図 １ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ の 内 部 に は 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０
の 基 板 ３ １ 上 に 、 青 色 、 緑 色 及 び 赤 色 の カ ラ ー フ ィ ル タ ５ ａ ， ５ ｂ 、 ５ ｃ が 配 置 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 、 こ の よ う な 構 成 か ら な る 本 実 施 の 形 態 の 作 用 に つ い て 述 べ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 従 来 の 光 学 フ ィ ル タ １ ０ は 、 外 方 か ら 入 射 す る 外 光 ３ ５ を 偏 光 板 ６ ２ と λ ／ ４ 板 ６ １ か
ら 構 成 さ れ る 円 偏 光 板 ６ ０ に よ っ て 遮 断 す る （ 図 １ ３ 参 照 ） 。 こ れ に 対 し て 本 発 明 に よ れ
ば 、 光 学 フ ィ ル タ １ ０ は 、 図 １ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ の 観 察 側 ４
１ に 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ に 対 し て 直 交 す る 方 向 に 延 び る 複 数 の 光 吸 収 部 １ を 有 す る の で 、
こ の 光 吸 収 部 １ に よ っ て 、 外 方 か ら 入 射 す る 外 光 ３ ５ を 吸 収 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合
、 光 学 フ ィ ル タ １ ０ の 各 光 吸 収 部 １ は 、 互 い に 並 列 に 複 数 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の た め 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ か ら 発 光 さ れ る 光 ３ ６ が 必 要 以 上 に 遮 断 さ れ る こ と な く 、
光 の 映 り 込 み に よ る 画 質 低 下 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ こ で 光 が 屈 折 す る 際 の 入 射 角 と 出 射 角 と の 関 係 に つ い て 、 図 ２ （ ａ ） （ ｂ ） を 参 照 し
て 、 更 に 説 明 す る 。 図 ２ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 光 が 屈 折 す る 際 、 そ の 入 射 角 と 出 射
角 と の 関 係 は ス ネ ル の 法 則 に 従 い 、 入 射 角 を θ 1、 出 射 角 を θ 2、 入 射 側 媒 質 の 屈 折 率 を n1
、 出 射 側 の 屈 折 率 n2（ ｎ ２ ＜ ｎ １ ） と す る と 、 n1sinθ 1= n2sinθ 2と な る 。 こ の た め 、 入
射 角 θ 1を 所 定 の 角 度 以 上 に す る と 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す よ う に 出 射 角 θ ２ が ９ ０ ° に な り
、 出 射 光 は 全 反 射 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 図 １ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 光 吸 収 部 １ の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子
２ ０ に 垂 直 な 方 向 の 側 断 面 が 、 観 察 側 ４ １ を 短 辺 １ ａ と し 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ 側 を 長 辺 １
ｂ と す る 台 形 に な っ て お り 、 か つ 光 吸 収 部 １ 表 面 の 屈 折 率 が 、 光 吸 収 部 １ を 囲 む 外 部 樹 脂
層 ４ の 屈 折 率 よ り も 小 さ く な っ て い る こ と か ら 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ か ら 発 光 さ れ る 光 ３ ６
が 光 吸 収 部 １ で 全 反 射 す る 割 合 を 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ へ と 入 射 す る 外 方 か ら の 外 光 ３ ５ の
光 吸 収 部 １ で 全 反 射 す る 割 合 よ り も 大 き く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の た め 、 光 吸 収 部 １ に よ っ て 外 方 か ら の 外 光 ３ ５ を 効 果 的 に 吸 収 し て 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装
置 ５ ０ の 画 質 の 低 下 を 防 止 す る こ と が で き 、 か つ 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ か ら 発 光 さ れ る 光 ３ ６
を 光 吸 収 部 １ に よ っ て 全 反 射 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に し て 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 ５ ０
の 高 い 輝 度 を 維 持 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ ４ 】
　 な お 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 光 吸 収 部 １ の 周 り か ら 外 部 樹 脂 層 ４ を 取 り 除 く こ と も で き 、
こ の よ う な 構 成 を と る こ と に よ っ て 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 ５ ０ の 厚 み Ｔ を 薄 く す る こ と が で
き る 。 ま た 、 外 部 樹 脂 層 ４ を 設 け な る 必 要 が 無 く な る の で 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 ５ ０ の 製 造
コ ス ト を 削 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に 本 実 施 の 形 態 の へ 変 形 例 に つ い て 図 ４ 乃 至 図 ６ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】

　 図 ４ に よ り 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 変 形 例 １ － １ に つ い て 説 明 す る 。 図 ４ に
示 す 変 形 例 １ － １ は 、 光 吸 収 部 １ と 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ の 基 板 ３ １ と し て も 機 能 す る 保 持
体 ３ １ と の 間 に 、 光 吸 収 部 １ と 一 体 に 成 形 さ れ た 光 を 拡 散 す る 光 拡 散 層 ８ を 設 け た も の で
あ り 、 他 は 図 １ 乃 至 図 ３ に 示 す 第 １ の 実 施 の 形 態 と 略 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ４ に 示 す 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 変 形 例 １ － １ に お い て 、 図 １ 乃 至 図 ３ に 示 す 第 １
の 実 施 の 形 態 と 同 一 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し て 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 光 吸 収 部 １ と 保 持 体 ３ １ と の 間 に 、 光 拡 散 層 ８ を 設 け る こ と に よ り 、
有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ か ら の 発 光 さ れ る 光 ３ ６ が 、 光 拡 散 層 ８ 内 を 幅 広 く 広 が る 。 こ の た め 、
有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ か ら 一 様 な 強 さ の 光 を 発 光 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 光 吸 収 部 １ と 光 拡 散 層 ８ と が 一 体 と な っ て 成 形 さ れ て い る た
め 、 光 学 フ ィ ル タ １ ０ の 製 造 工 程 を 少 な く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】

　 次 に 、 図 ５ 及 び 図 ６ に よ り 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 変 形 例 １ － ２ に つ い て 説
明 す る 。 図 ５ に 示 す 変 形 例 １ － ２ は 、 青 色 、 緑 色 及 び 赤 色 の カ ラ ー フ ィ ル タ ５ ａ ， ５ ｂ ，
５ ｃ の 各 々 を 、 保 持 体 ３ １ の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ 側 表 面 に 設 け る 代 わ り に 、 青 色 、 緑 色 及 び
赤 色 の カ ラ ー フ ィ ル タ ５ ａ ， ５ ｂ ， ５ ｃ を 保 持 体 ３ １ 内 部 の 観 察 側 ４ １ に 設 け た も の で あ
り 、 他 は 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す 第 １ の 実 施 の 形 態 と 略 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 す 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 変 形 例 １ － ２ に お い て 、 図 １ 乃 至 図 ３ に
示 す 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 一 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し て 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 青 色 、 緑 色 及 び 赤 色 の カ ラ ー フ ィ ル タ ５ ａ ， ５ ｂ 、 ５ ｃ は 各 々 、 保
持 体 ３ １ 内 部 の 観 察 側 ４ １ に 設 け ら れ て い る た め 、 保 持 体 ３ １ か ら カ ラ ー フ ィ ル タ ５ ａ ，
５ ｂ 、 ５ ｃ が 突 出 す る こ と は な い 。 こ の た め 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 ５ ０ の 厚 み Ｔ を 薄 く す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 な お 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 光 吸 収 部 １ の 周 り か ら 外 部 樹 脂 層 ４ を 取 り 除 く こ と も で き 、
こ の よ う な 構 成 を と る こ と に よ っ て 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 ５ ０ の 厚 み Ｔ を 小 さ く す る こ と が
で き る 。 ま た 、 外 部 樹 脂 層 ４ を 設 け る 必 要 が な く な る の で 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 ５ ０ の 製 造
コ ス ト を 削 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】

　 次 に 、 図 ７ に よ り 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 ７ に 示 す 第 ２ の 実 施
の 形 態 に お い て 、 光 学 フ ィ ル タ １ ０ は 観 察 側 ４ １ に 設 け ら れ た 保 持 体 （ 光 学 フ ィ ル タ 基 板
） ３ ３ と 、 保 持 体 ３ ３ に 保 持 さ れ 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ に 対 し て 直 交 す る 方 向 に 延 び る 複 数
の 光 吸 収 部 １ と 、 光 吸 収 部 １ の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ 側 に 設 け ら れ た 基 板 ３ １ と を 有 し て い る
。 こ の う ち 基 板 ３ １ は 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ の 基 板 ３ １ と し て 機 能 す る 。 ま た 保 持 体 ３ ３ と
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第 ２ の 実 施 の 形 態



、 基 板 ３ １ と の 間 に は 光 吸 収 部 １ を 外 方 か ら 囲 む 外 部 樹 脂 層 ４ が 設 け ら れ て い る 。 他 の 構
成 は 図 ５ に 示 す 第 １ の 実 施 の 形 態 の 変 形 例 １ － ２ と 略 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 図 ７ に 示 す よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 光 吸 収 部 １ の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ に 垂
直 な 方 向 へ の 側 断 面 は 、 長 方 形 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ７ に 示 す 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 図 ５ に 示 す 第 １ の 実 施 の 形 態 の 変 形 例 １ － ２ と
同 一 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し て 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 光 吸 収 部 １ を 設 け た 保 持 体 ３ ３ が 観 察 側 ４ １ に 設 け ら れ て い る た め
、 光 吸 収 部 １ を 観 察 側 ４ １ に よ り 近 い 位 置 に 配 置 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 光 吸 収 部
１ に よ っ て 外 方 か ら の 外 光 ３ ５ を 効 率 よ く 吸 収 す る こ と が で き 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ の 画 質
低 下 を 、 よ り 確 実 に 防 ぐ こ と が で き る 。 ま た 基 板 ３ １ 内 の 観 察 側 ４ １ 側 に は 、 青 色 、 緑 色
及 び 赤 色 の カ ラ ー フ ィ ル タ ５ ａ ， ５ ｂ 、 ５ ｃ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 な お 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 青 色 、 緑 色 及 び 赤 色 の カ ラ ー フ ィ ル タ ５ ａ ， ５ ｂ 、 ５ ｃ を 各
々 、 基 板 ３ １ 内 に 設 け る 代 わ り に 、 基 板 ３ １ を 取 り 除 く と と も に 、 青 色 、 緑 色 及 び 赤 色 の
カ ラ ー フ ィ ル タ ５ ａ ， ５ ｂ 、 ５ ｃ を 外 部 樹 脂 層 ４ 内 部 の 観 察 側 ４ １ に 設 け て も よ い 。 こ の
よ う に 基 板 ３ １ を 取 り 除 く こ と に よ っ て 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 ５ ０ の 全 体 の 厚 み Ｔ を 薄 く す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】

　 次 に 図 ９ に よ り 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 ９ に 示 す 第 ３ の 実 施 の
形 態 に お い て 、 光 学 フ ィ ル タ １ ０ は 、 観 察 側 ４ １ に 設 け ら れ た 保 持 体 （ 光 学 フ ィ ル タ 本 体
） ３ ２ と 、 保 持 体 ３ ２ 内 に 保 持 さ れ 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ に 対 し て 直 交 す る 方 向 に 延 び る 複
数 の 光 吸 収 部 １ と 、 光 吸 収 部 １ の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ 側 に 設 け ら れ た 基 板 ３ １ と を 有 し て い
る 。 こ の う ち 基 板 ３ １ は 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ の 基 板 ３ １ と し て 機 能 す る 。 図 ９ に お い て 、
保 持 体 ３ ２ の 観 察 側 ４ １ に 開 口 部 １ ７ が 設 け ら れ 、 各 光 吸 収 部 １ は 、 当 該 開 口 部 １ ７ 内 に
保 持 さ れ て い る 。 他 の 構 成 は 図 ５ に 示 す 第 １ の 実 施 の 形 態 の 変 形 例 １ － ２ と 略 同 一 で あ る
。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ９ に 示 す 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 図 ５ に 示 す 第 １ の 実 施 の 形 態 の 変 形 例 １ － ２ と
同 一 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し て 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 光 学 フ ィ ル タ 本 体 ３ ２ 内 の 開 口 部 １ ７ は 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ に 垂 直
な 方 向 の 側 断 面 が 、 観 察 側 ４ １ を 短 辺 １ ７ ａ と し 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ 側 を 長 辺 １ ７ ｂ と す
る 台 形 形 状 を し て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 図 ９ に 示 す よ う に 、 基 板 ３ １ 内 の 観 察 側 に は 、 青 色 、 緑 色 及 び 赤 色 の カ ラ ー フ ィ ル
タ ５ ａ ， ５ ｂ 、 ５ ｃ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ９ に お い て 、 保 持 体 ３ ２ に 、 観 察 側 ４ １ を 短 辺 １ ７ ａ と し 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ 側 を 長
辺 １ ７ ｂ と す る 開 口 部 １ ７ を 設 け る 。 そ の 後 、 光 吸 収 部 １ の 材 料 を 開 口 部 １ ７ に 流 し 込 ん
で 、 固 め る こ と に よ り 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ に 垂 直 な 方 向 の 側 断 面 が 、 観 察 側 ４ １ を 短 辺 １
ａ と し 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ 側 を 長 辺 １ ｂ と す る 台 形 か ら な る 光 吸 収 部 １ を 、 保 持 体 ３ ２ 内
に 容 易 か つ 確 実 に 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 な お 、 保 持 体 ３ ２ の 素 材 と し て は ガ ラ ス な ど 、 開 口 部 １ ７ の 形 状 を 一 定 に 保 つ こ と が で
き る も の を 用 い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
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　 ま た 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 青 色 、 緑 色 及 び 赤 色 の カ ラ ー フ ィ ル タ ５ ａ ， ５ ｂ 、 ５ ｃ を
各 々 、 基 板 ３ １ 内 に 設 け る 代 わ り に 、 外 部 樹 脂 層 ４ 内 部 の 観 察 側 ４ １ に 設 け 、 基 板 ３ １ を
取 り 除 い て も よ い 。 こ の よ う に 基 板 ３ １ を 取 り 除 く こ と に よ っ て 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 ５ ０
の 全 体 の 厚 み Ｔ を 薄 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】

　 次 に 図 １ １ に よ り 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ １ に 示 す 第 ４ の 実
施 の 形 態 に お け る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 ５ ０ は 、 発 光 層 １ １ と 、 発 光 層 の 一 側 に 配 置 さ れ た 正
孔 注 入 電 極 １ ２ と 、 発 光 層 １ １ の 他 側 に 配 置 さ れ た 電 子 注 入 電 極 １ ３ と を 有 す る 有 機 Ｅ Ｌ
素 子 ２ ０ と 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ の 正 孔 注 入 電 極 １ ２ 側 に 設 け ら れ た 光 学 フ ィ ル タ １ ０ と を
備 え て い る 。 こ の う ち 光 学 フ ィ ル タ １ ０ は 、 正 孔 注 入 電 極 １ ２ の 側 面 １ ８ に 光 吸 収 部 １ を
外 方 か ら 囲 む 外 部 樹 脂 層 ４ を 有 し て い る 。 他 の 構 成 は 、 図 １ 乃 至 図 ６ に 示 す 第 １ の 実 施 の
形 態 と 略 同 一 で あ る 。 な お 、 青 色 、 緑 色 及 び 赤 色 の カ ラ ー フ ィ ル タ ５ ａ ， ５ ｂ 、 ５ ｃ は 各
々 、 外 部 樹 脂 層 ４ 内 部 の 観 察 側 ４ １ に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 １ １ に 示 す 第 ４ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 図 １ 乃 至 図 ６ に 示 す 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 一
部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し て 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 １ １ に 示 す よ う に 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ の 正 孔 注 入 電 極 １ ２ 側 の 側 面 １ ８ に 光 吸 収 部 １
を 設 け て 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ の 基 板 ３ １ 及 び 光 学 フ ィ ル タ 基 板 ３ ３ を 取 り 除 く こ と に よ り
、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 ５ ０ の 厚 み Ｔ を 小 さ く す る こ と が で き る 。 ま た 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ の
基 板 ３ １ や 光 学 フ ィ ル タ 基 板 ３ ３ を 設 け る 必 要 が な い の で 、 製 造 コ ス ト を 削 減 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま た 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 光 吸 収 部 １ の 周 り か ら 外 部 樹 脂 層 ４ 取 り 除 く こ と も で き る 。
こ の よ う な 構 成 を と る こ と に よ り 、 外 部 樹 脂 層 ４ を 設 け る 必 要 が な い の で 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装
置 ５ ０ の 厚 み Ｔ を 小 さ く す る こ と が で き 、 か つ 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 ５ ０ の 製 造 コ ス ト を 削 減
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 な お 、 図 １ 乃 至 図 １ ２ に 示 す 上 述 し た 各 実 施 の 形 態 に お い て は 、 白 色 発 光 す る 発 色 層 １
１ を 用 い 、 当 該 発 色 層 １ １ か ら 発 色 す る 白 色 の 光 を 、 青 色 、 緑 色 及 び 赤 色 の カ ラ ー フ ィ ル
タ ５ ａ ， ５ ｂ ， ５ ｃ に よ っ て 色 を つ け る カ ラ ー フ ィ ル タ 方 式 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 ５ ０ を 示
し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 発 色 層 １ １ が 各 々 、 青 色 、 緑 色 及 び 赤 色 の 異 な る 色 に 発 色 す る 独
立 発 光 方 式 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 ５ ０ や 、 青 色 に 発 光 す る 発 色 層 １ １ を 用 い て 、 青 色 に つ い
て は カ ラ ー フ ィ ル タ ５ ａ を 通 さ ず 、 緑 色 及 び 赤 色 に つ い て は 緑 色 及 び 赤 色 の カ ラ ー フ ィ ル
タ ５ ｂ ， ５ ｃ を 通 し て 青 色 の 光 に 色 を 付 け る 色 変 換 方 式 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 ５ ０ を 用 い て
も 良 い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ま た 、 上 述 し た 各 実 施 の 形 態 に お い て は 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ の 正 孔 注 入 電 極 １ ２ 側 か ら
発 光 す る ボ ト ム エ ミ ッ シ ョ ン 型 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 ５ ０ を 示 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 有 機
Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ の 電 子 注 入 電 極 １ ３ 側 か ら 発 光 す る ト ッ プ エ ミ ッ シ ョ ン 型 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装
置 ５ ０ を 用 い て も 良 い 。 こ の よ う な ト ッ プ エ ミ ッ シ ョ ン 型 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 ５ ０ を 用 い
る こ と に よ り 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 ５ ０ の 輝 度 を 高 く す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 第 １ の 実 施 の 形 態 を 示 す 概 略 断 面 図 。
【 図 ２ 】 ス ネ ル の 法 則 を 説 明 す る 概 略 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 外 部 樹 脂 層 を 取 り
除 い た 態 様 を 示 す 概 略 断 面 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 変 形 例 １ － １ を 示 す 概 略 断
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面 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 変 形 例 １ － ２ を 示 す 概 略 断
面 図 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 変 形 例 １ － ２ に お い て 、 外
部 樹 脂 層 を 取 り 除 い た 態 様 を 示 す 概 略 断 面 図 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に よ る 光 学 フ ィ ル タ の 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 示 す 概 略 断 面 図 。
【 図 ８ 】 本 発 明 に よ る 光 学 フ ィ ル タ の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 カ ラ ー フ ィ ル タ を 外 部
樹 脂 層 に 配 置 し た 態 様 を 示 す 概 略 断 面 図 。
【 図 ９ 】 本 発 明 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 を 示 す 概 略 断 面 図 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 カ ラ ー フ ィ ル タ
を フ ィ ル タ 本 体 に 配 置 し た 態 様 を 示 す 概 略 断 面 図 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 を 示 す 概 略 断 面 図 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に お い て 、 外 部 樹 脂 層 と カ
ラ ー フ ィ ル タ を 取 り 除 い た 態 様 を 示 す 概 略 断 面 図 。
【 図 １ ３ 】 従 来 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 を 示 す 概 略 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ３ 】
１ 　 　 光 吸 収 部
４ 　 　 外 部 樹 脂 層
８ 　 　 光 拡 散 層
１ ０ 　 光 学 フ ィ ル タ
１ １ 　 発 光 層
１ ２ 　 正 孔 注 入 電 極
１ ３ 　 電 子 注 入 電 極
２ ０ 　 有 機 Ｅ Ｌ 素 子
３ １ 　 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 基 板
３ ２ 　 フ ィ ル タ 本 体
３ ３ 　 光 学 フ ィ ル タ 基 板
４ １ 　 観 察 側
５ ０ 　 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种光学滤波器，其能够通过外部光反射防止有机
EL显示装置的图像质量劣化，并且能够保持有机EL显示装置的高亮度;并
提供使用该滤波器的有机EL显示装置。ŽSOLUTION：滤光器10布置在
有机EL元件20的观察侧41上，并从外部吸收进入有机EL元件的光。有机
EL元件20包括：发光层11，用于通过空穴和电子的复合发光;电子注入电
极13设置在发光层11的一侧，用于将空穴注入发光层11中;在发光层11的
另一侧配置有用于将电子注入发光层11的空穴注入电极12.滤光器10具有
保持体31和保持在保持体上的多个吸光部1。如图31所示，与一维方向平
行地布置，用于从外部吸收外部光34。Ž
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